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議
会
報
告
会
開
か
れ
る

月

日
（
木
）
夜
、
市
民
セ
ン

10

27

タ
ー
で
今
年
度
の
議
会
報
告
会
が
開

催
さ
れ
、
４
人
の
市
議
会
議
員
さ
ん

と

名
の
参
加
者
が
じ
っ
く
り
と
懇

52
談
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
９
月
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
、
柘
植
地
域
に
関
わ
る
内
容
の

テ
ー
マ
で
意
見
交
換
な
ど
を
し
ま
し
た
。

柘
植
地
域
に
関
わ
っ
た
主
な
内
容

①
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
・
伊
賀
支
所
・
柘
植
公

民
館
な
ど
に
関
わ
る
伊
賀
市
の
「
公
共
施
設

最
適
化
計
画
」
の
見
通
し
や
文
化
財
の
将
来

を
見
越
し
た
管
理
に
つ
い
て

②
「
朝
古
川
浄
水
場
」
な
ど
の
廃
止
計
画
を
含

む
水
道
事
業
の
問
題
、
ま
た
後
を
絶
た
な
い

不
法
投
棄
や
空
き
地
管
理
、
太
陽
光
発
電
な

ど
、
環
境
に
関
わ
っ
て

③
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
を
見
越
し
た
Ｊ
Ｒ
柘
植

駅
や
草
津
線
・
関
西
線
に
つ
い
て
、
ま
た
行

政
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
あ
り
よ
う
に
関

わ
っ
て

④
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
図
書
館
運
営

の
あ
り
方
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
解

決
に
向
け
て
の
方
策
に
関
わ
っ
て

⑤
住
民
に
よ
る
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
を
め

ざ
し
た
伊
賀
市
行
政
の
支
援
の
あ
り
よ
う
に

つ
い
て

剿
熱
心
に
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

斎
王
群
行
、
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
！

（⇨

詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
）

斎
王
役
（
山
本
千
恵
子
さ
ん
）
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柘
植
地
域

発
行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

（
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

三
重
県
伊
賀
市
柘
植
町
一
〇
六
四
七
番
地

〒

五
一
九-

一
四
〇
二

電
話

四
五
・
八
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
五
・
八
八
八
三

発
行
日

二
〇
一
六(

平
成
二
十
八)

年
十
一
月
十
五
日
（
火
）

左から、赤堀久美議員、中谷一彦議員、

森川徹議員、空森栄幸議員
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第

回
伊
賀
の
国

14
柘
植
の
斎
王
群
行
を
終
え
て

今
年
は

月

日
（
月
・
体
育
の
日
）
の
開

10

10

催
と
な
り
、
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
群
行
は
、
本
コ
ー
ス
（
斎
宮
芝
方
面
）

の
群
行
で
は
な
く
、
「
上
村
区
・
前
川
区
・
山
出

区
」
を
巡
る
群
行
と
な
り
ま
し
た
。
（
今
回
で
柘

植
地
域

区
を
一
通
り
廻
る
こ
と
が
で
き
ま
し

１２

た
。
）行

く
先
々
の
各
区
で
は
、
た
い
へ
ん
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
、
特
に
上
村
区
で
は
多
く
の
皆
さ

ん
の
お
出
迎
え
に
感
激
し
ま
し
た
。

毎
回
の
事
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

は
様
々
な
準
備
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
特
に
今
年

は
女
性
部
会
の
皆

さ
ん
に
「
手
作
り

ち
ら
し
寿
司
」
を

１
９
０
食
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
美
味
し
い
、
お

代
わ
り
を
し
た
い
」

と
の
お
褒
め
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
斎
王
の
衣
装
と
、
介
添
え
役
の
衣
装
を

４
名
の
方
の
手
で
約
１
か
月
か
け
て
新
調
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年
少
し
ず
つ
衣
装

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

↑今年も活躍！あけぼの学園高校生

「
斎
王
・
禊
の
儀
」
の
練
習
は
３
回
も
行
い

ま
し
て
、
準
備
万
端
！

名
の
役
者
さ
ん
に
よ

90

る
立
派
な
群
行
が
出
来
た
の
で
し
た
。

そ
の
陰
に
は
、
各
種
団
体
の
ご
協
力
、
あ
る

い
は
資
金
面
で
地
区
の
皆
さ
ん
よ
り
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

来
賓
に
は
岡
本
市
長
を
は
じ
め

名
の
方
に

28

お
越
し
い
た
だ
き
、
中
に
は
「
柘
植
で
こ
の
よ

う
な
立
派
な
行
事
が
あ
る
と
、
初
め
て
知
り
ま

し
た
」
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
伊
賀
市
の

お
祭
り
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
も
ら
う
こ
と
を
め

ざ
し
て
「
い
が
ま
ち
観
光
振
興
会
」
か
ら
は
補

助
金
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
「
第

回
」
を
迎
え
ま
す
。
節
目

15

の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
体
制
で
、
早

く
か
ら
準
備
を
行
い
素
晴
ら
し
い
群
行
行
事
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。一

層
皆
さ
ん
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第

回
実
行
委
員
長

１４

中
村
忠
明
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健
康
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り

関
宿
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

健
康
の
駅
長

月

日
（
日
）
朝
、
柘
植
駅
に

10

30

３４

名
が
集
合
。
Ｊ
Ｒ
を
使
っ
て
、
一
路
、

関
へ
。
駅
で
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
関
宿
」
は
、
東
海
道
五
三
次
の
47

番
目
の
宿
場
で
、
東
西
に
約
１
・
８
㎞

の
町
並
み
を
ゆ
っ
た
り
と
見
学
し
ま
し

た
。電

線
は
す
べ
て
地
下
に
埋
め
ら
れ
、

見
た
目
も
す
っ
き
り
と
し
て
い
て
、
今

で
も
江
戸
時
代
の
町
並
み
が
残
っ
て
い

ま
す
。

関
ま
ち
な
み
資
料
館
で
は
、
百
六
里

庭
（
江
戸
か
ら
の
距
離
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
）
・
眺
関
亭
（
ち
ょ
う
か
ん
て
い
）

か
ら
家
並
み
を
一
望
出
来
ま
し
た
。

次
に
、
民
間
の
旅
籠
で
最
大
の
「
玉

屋
」
を
見
学
。
当
時
の
相
場
で

文
の

６０

宿
賃
が
、
２
５
０
文
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

建
物
の
特
徴
と
し
て
、
二
階
正
面
の

漆
喰
で
塗
り
籠
め
た
虫
籠
窓
（
む
し
こ

ま
ど
）
や
、
屋
根
が
波
打
っ
た
起
こ
り

屋
根
（
む
く
り
や
ね
）
、
入
口
横
の
窓

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
あ
る
、
す
り
あ
げ
戸

な
ど
、
当
時
の
人
々
の
建
物
へ
の
こ
だ

わ
り
、
財
力
の
見
せ
所
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ま
た
、
「
関
の
山
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
に
も

な
っ
た
関
の
山
車
は
、
最
盛
期
に
は
十
六
基
あ

り
、
華
美
を
競
い
、
関
宿
を
練
っ
た
そ
う
で
、

現
在
で
も
４
基
の
山
車
が
４
か
所
の
山
車
倉
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
の
地
蔵
さ
ん
の
あ
る
「
地
蔵
院
」
は
「
関

の
地
蔵
に
振
り
袖
着
せ
て

奈
良
の
大
仏
婿
に
取

ろ
」
で
有
名
で
す
。
旅
人
の
信
仰
を
集
め
て
今

も
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
当
時

は
日
に
一
万
人
余
り
の
人
出
で
栄
え
て
い
た
宿

場
で
し
た
が
、
現
在
は
静
か
な
町
並
み
が
続
い

て
い
ま
す
。

こ
ん
な
名
所
が
柘
植
の
近
く
に
あ
る
こ
と
へ

の
驚
き
と
、
古
い
町
並
み
の
維
持
保
存
に
努
力

し
て
い
る
地
元
の
人
た
ち
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い

関
の
文
化
財
を

見
学
し
、
健
康

増
進
、
Ｊ
Ｒ
の

利
用
促
進
、
加

え
て
景
観
と
歴

史
を
生
か
し
た

関
の
ま
ち
づ
く

り
に
触
れ
た
充

実
し
た
一
日
で

し
た
。

特
選

コ
ス
モ
ス
も

簪
も
揺
れ

葱
華
輦

伊
賀
市
柘
植
町

吉
岡

好
子

（
評
）「
コ
ス
モ
ス
も
簪
も
揺
れ
」
が
群
行
当
日

の
好
天
と
群
行
に
盛
り
上
が
る
雰
囲
気

を
伝
え
て
い
る
。

会
長
賞

葱
華
輦

銀
木
犀
の

風
走
る

伊
賀
市
柘
植
町

菰
下

明
日
香

（
評
）
斎
王
が
乗
る
葱
華
輦
は
群
行
の
主
役
だ
。

当
然
ほ
と
ん
ど
の
作
が
こ
れ
を
詠
ん
で

い
た
。
こ
の
作
を
を
採
っ
た
の
は
「
銀

木
犀
の
風
」
の
動
き
で
あ
る
。
十
六
歳

の
感
性
が
と
ら
え
た
こ
の
風
は
実
に
爽

や
か
。

入
選

御
簾
上
げ
て

斎
王
も
見
る

秋
桜

伊
賀
市
柘
植
町

橋
本

秀
子

秋
仕
舞
し
て

群
行
の
隊
列
に

宇
治
市
木
幡
平
尾

戸
田

文
代

花
野
へ
と

斎
王
群
行

遠
ざ
か
る

伊
賀
市
柘
植
町

西
野

登
志
子

斎
王
の

秋
日
揺
ら
し
て

禊
の
儀

伊
賀
市
山
畑

山
下

久
美

斎
王
の

揺
る
る
簪

秋
日
濃
し

伊
賀
市
山
畑

谷
口

千
代

（
選
者
：
俳
誌
「
山
繭
」
主
宰

宮
田
正
和
氏
）

斎
王
群
行
行
事
の
内
容
に
、
今
回
よ
り
群
行
に
ち
な
ん

だ
「
俳
句
大
会
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
全
部
で
百
首
余
り

の
投
句
の
中
か
ら
次
の
方
々
の
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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柘
植
地
域
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

月
５
日
（
土
）
、
柘
植
中
の
文
化
祭
に
合
わ

１１
せ
て
、「
２
０
１
６
地
域
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
柘
植
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
の
木
脇
嶺
さ
ん
と
中
田
智
子
さ
ん
が
、

午
前
中
の
中
学
生
に
よ
る
舞
台
発
表
の
内
容
を

交
え
な
が
ら
、
自
分
の
体
験
・
学
び
を
通
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
や
保
護
者
約

名
も
生
徒
・
教
職
員
の

４０

皆
さ
ん
の
学
び
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。

特
集
柘
植
地
域
の

公
共
施
設

そ
の
８

老
人
憩
い
の
家

柘
植
老
人
憩
い
の
家
は
、
介
護
予
防
生
活
支

援
施
設
で
す
。
市
民
の
憩
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
５
年
に
設
置
さ
れ
、
平

成

年
に
は
増
改
築
（
建
築
面
積
３
３
１
・
４

１２
㎡
）
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
内
に
は
リ
ハ
ビ
リ
室
等
が
あ
り
、
遠
赤

外
線
治
療
器
、
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
、
ベ

ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
血

圧
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健
康
な
う
ち
か
ら
サ
ロ
ン
的
な
雰
囲
気
で
介

護
予
防
の
た
め
に
、
利
用
で
き
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

開館時間
朝９時～夕方５時

<12時～13時は使えません>
日曜祝日、年末年始を除く

☎ （４５）６５８８

○
●

事
務
局
だ
よ
り
○
●

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

月
６
日
に
忍
者
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

11

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
次
号
）
。
▼
阿

波
の
さ
る
び
の
温
泉
を
出
発
ゴ
ー
ル
地
点
に
し
て
、
霊
山

・
旗
山
・
北
内
山
・
油
日
岳
を
１
５
０
人
以
上
の
健
脚
の

持
ち
主
が
走
破
し
ま
し
た
。
▼
途
中
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
な
っ
た
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
大
勢
の
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
▼
話
題
は
変
わ

り
ま
す
が
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
今
号
記
事
）
や
人
権

啓
発
合
同
Ｆ
Ｗ
（
次
号
記
事
）
が
先
日
あ
り
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
多
数
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
▼
訪
れ

て
も
ら
う
の
も
訪
れ
る
の
も
、
そ
こ
で
の
出
会
い
の
印
象

は
と
て
も
大

切
で
す
。
▼

「
ま
た
行
き

た
い
な
、
ま

た
来
た
い
な
」

と
思
え
る
交

流
が
で
き
れ

ば
ス
テ
キ
で

す
。
そ
ん
な

ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い

も
の
で
す
。

（
西
田
方
計
）

リニューアル しました！
柘植地域まちづくり協議会<公式ホームページ>

スマホ対応画面になっていますので、どなたにとっても
便利になりました。今後、お知らせ情報などを中心に掲載
していきますので、ご利用ください。

ｱﾄﾞﾚｽ http://tsuge@jpn.org

※近々、住民向けスマホ講習会を開催する予定です。


